
  

名古屋 大都 市圏 の位 置づけ 、捉 え方 （図 ①、②）：多様 な地域 特性・地域資源の魅 力を磨き、

発信し、圏域内外で の交流を活性化して いくためには、圏域 の立地優位性を最大 限に活か

しつつ、愛知・名古屋はもとより、都市 圏として幅広く協力 ・連携していくこと が重要で

ある。 

圏域に おけ る文 化・ 観光資 源 （図③、④ 、⑤）：愛知・ 名古屋 をとりまく地域には 、史跡、自

然、文化施設、レジ ャー、温泉などの多 様な観光資源が分布 しており、広域的な「昇龍道」

プロジェクトが進め られている。また、 ものづくり産業の集 積を生かした産業観 光、「な

ごやめし」や「世界 コスプレサミット 」など地域の特色ある 文化やイベントの人 気が高ま

っている。  

外国人 のべ 宿泊 者数 （図⑥）：愛知 県の宿 泊者数を見ると外国 人ののべ宿泊者数は 多いが、多

くは出張・ビジネス 目的である。観光・レクリエーション目 的の宿泊者数は少な く、静岡

県、長野県や岐阜県 より少ない状況であ る。 

見本市 開催 件数 等 （図⑦）：この地 域で開 催される見本市・展 示会の開催件数は、 首都圏の約

1/25、関西圏の約 1/3 となっている。 また、ほとんどは名 古屋市で開催されて いる。 

 名古屋大都市圏の位置づけ（図①）  
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龍 の イ ラ ス ト は 、 中 部 運 輸 局 、 北 陸 信 越 運 輸 局 及 び 中 部 広 域 観 光 推 進 協 議 会 が 、 中 部 北 陸 9 県

の 自 治 体 、観 光 関 係 団 体 、観 光 事 業 者 等 と 協 働 し て 中 部 北 陸 圏 の 知 名 度 向 上 を 図 り 、主 に 中 華 圏

か ら イ ン バ ウ ン ド を 推 進 す る た め に 立 ち 上 げ た「 昇 龍 道 プ ロ ジ ェ ク ト 」の イ メ ー ジ を 表 し て い る 。

「 昇 龍 道 」 と は 、 中 部 北 陸 9 県 の エ リ ア を 総 称 す る 名 称 で あ る 。  

 名古屋大都市圏の捉え方（図②） 

圏域における主な文化資源（図③） 
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「昇龍道」プロジェクトの地域における主な観光資源等の分布（図④）

「昇龍道」プロジェクトの地域における主な産業観光資源の分布（図⑤）  国内都市見本市開催件数及び主な施設（図⑦）  

※年度単位での開催 件数を表示  

（出典：見本市・展 示会データベース（ 日本貿易振興機構） 、日本コンベンショ ン都市ガイド）

 目的別外国人のべ宿泊者数【平成 2４年】（図⑥）

※ 1 延 べ 宿 泊 者 数 に は 宿 泊 目 的 割 合 不 詳 を 含 む た め 、 観 光 目 的 と ビ ジ ネ ス 目 的 の 合 計 と は 一 致 し な い 。

※ 2 ｢主 に 観 光 目的 ｣と は 、 宿 泊 目 的 が 主 と し て 観 光 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 、｢主 に ビ ジ ネ ス 目 的｣と は 、 宿
泊 目 的 が 主 と し て 出 張 ・ ビ ジ ネ ス で あ る こ と を 意 味 す る 。  

主にビジネス目的
※ 2

主に観光目的
※ 2

 延べ宿泊者数
※ 1

出 典 ： 観 光 庁 「 宿 泊 旅 行 統 計 調 査 報 告」（ 平 成 2５ 年 ６ 月 ）
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